
茶
の
湯
と
町
衆

戦
国
時
代
の
茶
の
湯
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
千
利
休
を
は
じ

め
と
す
る
堺
の
町
衆
た
ち
で
あ
る
。
実
際
に
茶
の
湯
の
史
料
と
し
て
有
名
な
の
は

四
大
茶
会
記
と
称
さ
れ
る
『
天
王
寺
屋
会
記
』『
今
井
宗
久
茶
湯
日
記
書
抜
』『
松

屋
会
記
』『
宗
湛
日
記
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
主
は
、
そ
れ
ぞ
れ
天
王
寺
屋
一

族
、
今
井
宗
久
と
い
っ
た
堺
衆
と
、
奈
良
の
塗
師
・
松
屋
一
族
、
博
多
商
人
と
さ

れ
る
神
屋
宗
湛
な
ど
、
す
べ
て
町
人
で
あ
る
。
江
戸
初
期
に
な
る
と
、
細
川
三

斎
・
古
田
織
部
・
小
堀
遠
州
・
上
田
宗
箇
と
い
っ
た
武
家
も
茶
書
を
残
し
始
め
る

が
、
や
は
り
利
休
た
ち
町
衆
の
印
象
は
鮮
烈
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
は
、
四

大
茶
会
記
の
う
ち
で
、
信
用
で
き
る
の
は
『
天
王
寺
屋
会
記
』
の
み
と
い
う
評
価

も
あ
る
。

*

な
か
む
ら　

し
ゅ
う
や　

文
教
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
課
程
社
会
専
修

そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
四
大
茶
会
記
の
内
、
自
筆
本
に
近
い
存
在
が
『
天
王

寺
屋
会
記
』
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
三
つ
の
茶
会
記
は
、
後
世
の
写

本
が
元
と
な
っ
て
い
て
、『
松
屋
会
記
』
な
ど
は
創
作
の
可
能
性
も
あ
る（

１
）。

さ
ら

に
、
こ
の
時
代
の
史
料
と
し
て
、
美
意
識
と
し
て
の
「
わ
び
茶
」
と
称
さ
れ
る
も

の
が
、「
珠
光
―
武
野
紹
鷗
―
千
利
休
」
と
い
う
三
代
に
わ
た
る
僧
侶
・
町
人
に

よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
い
う
思
想
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
。し

か
し
、
こ
の
「
わ
び
茶
」
が
珠
光
か
ら
利
休
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
考
え

は
、
藪
内
流
の
家
元
・
藪
内
竹
心
が
元
禄
期
に
著
し
た
『
源
流
茶
話
』
に
記
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
が
、
い
つ
の
間
に
か
普
及
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実

証
性
の
な
い
も
の
で
あ
る
。『
源
流
茶
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

要
旨　

侘
茶
の
祖
と
い
わ
れ
る
珠
光
に
は
茶
の
記
事
が
実
在
し
な
い
。
そ
し
て
、
珠
光
―
紹
鷗
―
利
休
と
い
う
流
れ
は
意
図
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
歴
史

的
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
元
禄
期
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
武
士
の
一
番
の
問
題
は
他
者
を
殺
す
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
多
大
な
ス

ト
レ
ス
を
生
ん
だ
。
こ
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
た
め
に
茶
の
湯
が
武
士
の
間
で
用
い
ら
れ
た
。
茶
の
湯
は
平
時
だ
け
で
な
く
戦
時
に
お
い
て
も
行
わ
れ

た
。
そ
し
て
日
常
に
戻
る
際
に
茶
の
湯
と
い
う
装
置
が
必
用
で
あ
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
わ
び
茶　

平
常
心　

慰
み　

癒
す 

戦
国
武
将
の
茶
の
湯
と
仏
教

中
村
　
修
也*
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一
茶
湯
の
濫
觴
ハ
、
後
土
御
門
院
文
明
の
比
、
南
都
称
名
寺
之
邊
、
珠
光
と

て
閑
人
有
り
、
酬シ

ウ

恩ヲ
ン

院
一
休
和
尚
ニ

参
禅
し
て
、
教
外
の
旨
を
悟
リ

、
圓
悟
禅

師
之
墨
蹟
を
法
信
ニ

賜
り
し
を
、
丈
室
ニ

掛
て
、
香カ

ウ

華ケ

を
供
し
、
炉
裏
に
湯
を

煮
て
、
同
好
之
友
引
拙
・
宗
悟
・

宗
陳
之
徒

を
招
き
て
、
茶
談
の
交
り
を
結
べ
り
、
其
交
り
、

興
を
塵
外
に
よ
す
れ
共
、
禮
に
し
て
和
し
、
和
す
れ
ど
も
禮
を
失
ハ
す
、
お

の
つ
か
ら
に
し
て
法
を
な
せ
り
、
時
に
慈
照
院
義
政
公
、
其
風
流
を
聞
し
召

れ
、
珠
光
を
召
て
、
茶
道
を
御
尋
有
に
、
清
浄
禮
和
之
趣
を
申
上
ら
れ
け
れ

は
、
甚
タ

御
心
に
か
な
ひ
、
此
道
國
家
に
流
布
せ
は
、
世
法
の
た
す
け
と
も

成
べ
し
と
御
感
心
有
り
、
能
阿
弥
・
藝
阿
弥
・
相
阿
弥
之
徒
に
仰
て
、
古
實

を
考
へ
、
真
行
台
子
之
法
、
茶
具
の
品
々
を
御
撰
有
し
よ
り
、
貴
人
の
御
翫

と
も
成
て
、
諸
国
に
流
布
し
、
次
て
大
内
家
・
今
川
家
・
織
田
家
、
別
而
豊

臣
秀
吉
公
に
至
り
、
利
休
に
仰
て
、
古
法
の
過
不
及
を
御
改
正
有
し
よ
り
、

作
法
宜

ヨ
ロ
シ
キに

か
な
ひ
、
上
ミ

公
よ
り
工
商
に
い
た
る
ま
て
、
流
布
申
事
ニ

候
、

と
あ
り
、
茶
の
湯
の
濫
觴
を
南
都
称
名
寺
の
珠
光
に
求
め
て
い
る
。
足
利
義
政
が

珠
光
を
召
し
寄
せ
、
茶
の
湯
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
話
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
珠
光
を

茶
の
湯
の
祖
と
す
る
考
え
は
、
早
く
は
『
山
上
宗
二
記
』
に
見
い
だ
せ
る
。『
山

上
宗
二
記
』
も
ま
た
、
堺
の
町
人
・
山
上
宗
二
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
冒
頭
部
分
の
、
足
利
義
政
・
能
阿
弥
・
珠
光
の
三
人
が
登
場
す
る
逸
話

が
珠
光
茶
祖
伝
説
で
あ
る
。「
珠
光
之
一
紙
目
録
」
と
称
さ
れ
る
一
文
が
そ
れ
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、

夫
御
茶
之
湯
之
起
者
、
普
光
院
殿
、
鹿
薗
院
殿
之
御
代
ヨ
リ
御
唐
物
同
ク
御

絵
讃
等
歴
々
集
畢
ヌ
、（
中
略
）
其
後
東
山
慈
照
院
殿
御
代
ニ
悉
御
名
物
寄

給
畢
ヌ
、（
中
略
）
御
身
ハ
東
山
ニ
有
御
隠
遁
四
季
共
ニ
昼
夜
之
御
遊
興
太

タ
不
斜
、（
中
略
）
昔
ヨ
リ
有
来
遊
者
早
事
モ
尽
キ
ヌ
、
漸
冬
近
シ
、
雪
之

山
ヲ
分
テ
鷹
狩
モ
御
年
行
ニ
随
テ
御
退
屈
也
、
何
カ
可
有
珎
敷
御
遊
カ
ナ
ト

御
諚
之
節
、
能
阿
弥
謹
而
致
得
心
首
ヲ
下
ル
、
有
良
暫
其
憚
不
顧
申
上
候
、

サ
レ
ハ
楽
道
之
上
者
御
茶
湯
ト
申
事
御
座
候
、
南
都
皇
明
寺
ニ
珠
光
ト
申
者

此
御
茶
湯
ニ
卅
ケ
年
抛
身
上
一
道
ニ
志
シ
深
キ
者
ニ
テ
候
、（
中
略
）
公
方

様
在
御
感
即
珠
光
ヲ
被
召
上
、
師
匠
ト
被
定
置
御
一
世
之
御
楽
ハ
此
一
興

也
、
其
比
天
下
ニ
御
茶
湯
不
仕
者
ハ
人
非
仁
ニ
等
シ
、
諸
大
名
ハ
不
及
申

下
々
洛
中
洛
外
南
都
堺
悉
町
人
以
下
迄
御
茶
湯
ヲ
望
ム
、

と
あ
り
、
珠
光
が
東
山
に
隠
遁
し
た
足
利
義
政
に
能
阿
弥
を
通
じ
て
見
出
さ
れ
、

茶
の
湯
が
京
内
外
に
広
ま
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。『
山
上
宗
二
記
』
は
早

く
は
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
個
人
へ
の
茶
の
湯

伝
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
般
へ
の
普
及
は
考

え
難
い
。
だ
が
、『
山
上
宗
二
記
』
の
「
珠
光
之
一
紙
目
録
」
と
『
源
流
茶
話
』

の
説
く
と
こ
ろ
は
非
常
に
類
似
性
が
あ
る
。
藪
内
竹
心
が
秘
か
に
『
山
上
宗
二

記
』
を
見
た
か
、
あ
る
い
は
足
利
義
政
と
珠
光
の
結
び
つ
き
は
広
く
人
口
に
膾
炙

し
た
話
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、『
山
上
宗
二
記
』
に
は
ま
だ
、
珠
光
・
紹
鷗
・
利
休
の
三
者
の
明
確

な
位
置
づ
け
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
源
流
茶
話
』
に
な
る
と
、

珠
光
を
茶
祖
と
し
、
紹
鷗
を
中
興
と
し
、
利
休
を
大
成
之
法
祖
と
あ
ふ
ぎ
申

事
ニ
候
、

と
、
明
確
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
竹
心
が
、
こ
う
し
た
位
置
づ
け
を
し

た
元
禄
時
代
に
は
、
織
部
流
、
遠
州
流
な
ど
の
武
家
茶
が
隆
盛
し
て
お
り
、
竹
心

と
し
て
は
、
町
人
利
休
を
茶
の
大
成
者
と
す
る
こ
と
で
、
茶
の
湯
の
源
流
は
、
町

人
茶
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、「
珠
光
―
紹
鷗
―
利
休
」
と
い
う
三
代
の
流
れ
は
、
意
図
的
に
作
ら

れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
紹
鷗
は
、
珠
光
が
没
し
た
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
の
生
ま
れ
で

あ
り
、
珠
光
か
ら
茶
の
湯
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
利
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休
に
し
て
も
、
そ
の
師
を
紹
鷗
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は
、
ま
っ
た
く
確
証
が
な

い
。
紹
鷗
を
利
休
の
師
と
す
る
根
拠
は
、
こ
れ
ま
た
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
以

降
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
南
方
録
』「
覚
書
」
三
の
記
載
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

宗
易
の
物
が
た
り
に
、
珠
光
の
弟
子
、
宗
陳
・
宗
悟
と
云
人
あ
り
。
紹
鷗
は

こ
の
二
人
に
茶
湯
稽
古
修
業
あ
り
し
な
り
。
宗
易
の
師
匠
は
紹
鷗
一
人
に
て

は
な
し
。
能
阿
弥
の
小
性
（
姓
）
に
右
京
と
云
し
も
の
、
壮
年
の
時
、
能
阿

弥
に
茶
の
指
南
を
得
た
り
し
が
、
後
は
世
を
す
て
人
に
な
り
て
堺
に
居
住

し
、
空
海
と
申
け
る
に
、
同
所
に
道
陳
と
て
隠
者
あ
り
。
常
々
心
安
く
か
た

り
て
、
茶
道
を
委
く
道
陳
に
伝
授
あ
り
し
と
な
り
。
ま
た
道
陳
と
紹
鷗
、
別

し
て
間
よ
か
り
け
れ
ば
、
互
に
茶
の
吟
味
ど
も
あ
り
し
な
り
。
宗
易
は
与
四

郎
と
て
十
七
歳
の
時
よ
り
、
専
茶
を
こ
の
み
、
か
の
道
陳
に
け
い
こ
せ
ら

る
。
道
陳
の
引
合
に
て
紹
鷗
の
弟
子
に
な
ら
れ
し
な
り
。

と
あ
り
、
い
か
に
千
利
休
に
茶
の
湯
が
伝
え
ら
れ
た
か
を
記
し
て
い
る
。
こ
の

『
南
方
録
』
の
説
を
か
ん
た
ん
に
系
譜
だ
て
る
と
、

珠
光
―
宗
陳
・
宗
悟
―
紹
鷗

―
利
休

能
阿
弥
―
右
京
（
空
海
）
―
道
陳
―
利
休

と
な
り
、
利
休
は
足
利
将
軍
家
の
茶
の
湯
を
道
陳
か
ら
、
珠
光
の
わ
び
茶
を
紹
鷗

か
ら
学
び
、
両
者
を
融
合
さ
せ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
、
あ
く
ま
で
元
禄
期
の
茶
書
の
一
説
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
実
証
す
る
同
時
代

的
な
史
料
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
状
況
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
珠
光
が
茶
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る（

２
）。
珠
光
の
茶
会
の
記

録
は
存
在
し
な
い
し
、
同
時
代
の
奈
良
の
土
豪
・
古
市
家
の
喫
茶
を
記
し
た
『
経

覚
私
要
鈔
』
に
も
珠
光
の
記
録
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
利
休
の
茶
の

湯
の
師
は
紹
鷗
の
弟
子
の
辻
玄
哉
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
登
場
し
て
い
る（

３
）。

そ
の
問
題
に
は
こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い
が
、『
南
方
録
』
の
描
い
て
い
る
茶

の
湯
の
根
源
も
、
や
は
り
町
人
世
界
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
っ
た
く
武

士
は
登
場
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
か
な
り
意
図
的
な
記
述
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』（
文
明
八
年
・
一
四
七
六
奥
書
）
や
『
御

飾
書
』（
大
永
三
年
・
一
五
二
三
奥
書
）
と
い
っ
た
茶
道
具
を
含
め
た
諸
道
具
の

室
礼
を
定
め
た
書
物
は
、
そ
も
そ
も
が
室
町
将
軍
家
の
た
め
、
ひ
い
て
は
武
家
の

た
め
に
書
か
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
紹
鷗
や
利
休
の
時
代
に
、
唐
物

の
名
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
東
山
殿
御
物
は
、
足
利
義
政
を
中
心
と
し
た
将
軍
家

の
収
集
物
で
あ
る
。

つ
ま
り
江
戸
時
代
に
は
最
も
正
式
な
茶
と
し
て
意
識
さ
れ
る
書
院
・
台
子
の
茶

は
、
こ
れ
ら
室
礼
・
名
物
道
具
の
点
か
ら
考
え
て
、
室
町
将
軍
家
か
ら
始
ま
り
、

そ
れ
は
室
町
武
士
た
ち
に
広
ま
り
、
町
人
世
界
に
も
普
及
し
た
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
る
。
し
か
し
、
喫
茶
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
ど
ち
ら
が
早
い
か
は
か
ん

た
ん
に
結
論
で
き
な
い
。

喫
茶
そ
の
も
の
は
、
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
る
。
す
く
な
く
と
も
平
安
時
代
に

は
、
貴
族
と
寺
院
に
お
い
て
、
一
定
の
需
要
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
な
る
と

武
家
・
庶
民
に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
室
町
時
代
に
は
、
茶
業
の
発
展
と

と
も
に
、
喫
茶
も
広
が
り
、
一
服
一
銭
な
ど
の
廉
価
な
路
上
茶
も
出
現
し
た（

４
）。

た
し
か
に
堺
が
、
応
仁
の
乱
で
衰
微
し
た
兵
庫
に
代
わ
っ
て
、
日
明
貿
易
で
栄

え
、
唐
物
も
多
く
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
明
貿
易
は

一
五
二
三
年
の
寧
波
の
乱
で
実
質
的
に
終
焉
し
た
た
め（

５
）、

堺
の
繁
栄
も
そ
れ
ほ
ど

長
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
茶
の
湯
の
隆
盛
を
、
堺
中
心
、
町
衆
中

心
で
考
え
て
き
た
の
は
、
利
休
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
影
響
が
大
で
あ
っ
て
、
実
体

と
は
乖
離
し
た
面
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

武
士
と
茶
の
湯

戦
国
時
代
の
武
家
茶
の
研
究
と
し
て
は
、
米
原
正
義
氏
の
大
部
な
研
究
が
あ

る
。米

原
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
越
前
朝
倉
氏
・
能
登
畠
山
氏
・
出
雲
尼
子
氏
・
周
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防
大
内
氏
・
豊
後
大
友
氏
・
駿
河
今
川
氏
・
相
模
小
田
原
氏
・
奥
羽
伊
達
氏
と

い
っ
た
全
国
の
戦
国
大
名
に
お
い
て
茶
の
湯
文
化
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る（

６
）。

こ

と
に
、
大
内
氏
の
茶
の
湯
に
関
し
て
は
、「
大
内
義
隆
記
」
を
史
料
と
し
て
検
討

を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
の
『
山
口
県
史
』
で
は
、「
大
内
義
隆
記
」
よ

り
も
、
次
の
「
多
々
良
盛
衰
記
」（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
を
取
り
上
げ

て
お
り
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
、
記
載
内
容
が
豊
富
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
多
々
良

盛
衰
記
」
の
記
述
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
霜
月
十
五
日
道（

陶
）麒

ハ
渡
海
仕
リ
、
赤
間
関
（
豊
浦

郡
）
ヲ
打
過
テ
肥
前
国
ニ
乱
入
シ
、
龍
造
寺
カ
向
ノ
山
ニ
対
陳
ス
レ
ハ
、
龍

造
寺
甲
ヲ
ヌ
イ
テ
降
参
ス
、
大
寄〔

宰
〕少
弐
ノ
一
族
ハ
朝
敵
ニ
テ
候
ヘ
ハ
、
国
ヲ

失
ホ
ロ
ホ
シ
テ
、
同
（
天
文
）
三
年
十
月
ニ
歓
ノ
旗
ヲ
揚
、
屋
形
ハ
長
府
ヲ

御
開
陳
、
道（

陶
）麒

ハ
明
ル
二
月
ニ
、
殿
イ
シ
テ
、
関
ノ
渡
ヲ
帰
レ
ハ
国
モ
収
リ

テ
、
山
口
ノ
ヨ
ロ
コ
ヒ
、
我
先
草
ノ
殿
作
、
三
ツ
葉
四
ツ
葉
ニ
咲
ク
花
ヲ
柱

花
瓶
ニ
イ
ケ
ヲ
キ
テ
、
茶
ノ
湯
座
敷
ハ
四
畳
半
・
三
畳
敷
ノ
次
之
間
ヲ
作

ラ
ヌ
人
ハ
無
リ
ケ
リ
、
天
下
ニ
カ
ク
レ
ナ
キ
物
、
茶
碗
・
茶
壺
ヤ
天
目
ヲ
、

京
・
堺
ニ
テ
尋
ツ
ヽ
、
松
本
茶
碗
ト
天
目
ノ
七
ツ
台
ノ
ヘ
ラ
カ
ツ
キ
、
新
タ

ム
マ
シ
ニ
ナ
ス
ヒ
ノ
摺
リ
茶
壺
、
掛
尽
ハ
夜
雨
ニ
水
コ
ホ
シ
合
子
、
何
モ

十
万
疋
道
具
ヲ
ハ
相
良
ソ
求
メ
置
ニ
ケ
ル
、
其
外
ス
キ
衆
ノ
求
ト
ル
所
々
ノ

茶
道
具
、
カ
タ
田
舎
山
畑
ノ
ヲ
ホ
ヂ
ヤ
ウ
バ
ノ
タ
シ
ナ
メ
ル
磨
鑵
子
ノ
古
キ

ヲ
ハ
、
ト
ラ
レ
ン
者
コ
ソ
ナ
カ
リ
ケ
ル
、

こ
れ
は
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
二
月
に
、
陶
隆
房
が
筑
前
・
肥
前
を
平
定

し
て
、
赤
間
関
を
渡
っ
て
山
口
に
凱
旋
し
た
時
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

い
さ
さ
か
大
げ
さ
な
表
現
で
あ
る
が
、
家
臣
た
ち
の
多
く
は
、
四
畳
半
・
三
畳
敷

の
草
庵
茶
室
を
競
っ
て
造
作
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
名
物
道

具
を
求
め
て
、
京
都
・
堺
に
人
を
や
っ
て
求
め
探
さ
せ
た
と
あ
る
。
松
本
茶
碗
や

七
つ
台
、
茄
子
の
茶
壺
な
ど
の
具
体
的
な
道
具
名
ま
で
登
場
し
、「
何
モ
十
万
疋

道
具
ヲ
ハ
相
良
ソ
求
メ
置
ニ
ケ
ル
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
草
庵
茶
室
の
建
造
、
名
物
道
具
の
探
究
以
外
に
も
、
数

奇
者
が
好
む
「
わ
び
」
た
道
具
を
求
め
て
、
田
舎
の
山
中
に
ま
で
分
け
入
り
、
老

人
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
磨
き
鑵
子
の
古
ぼ
け
た
も
の
ま
で
求
め
て
い
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
い
さ
さ
か
揶
揄
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
い
っ
そ
う
リ
ア
リ

テ
ィ
を
感
じ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
多
々
良
盛
衰
記
」
の
記
載
と
同
様
の
状
況
が
、
豊
後
国
に

お
い
て
も
見
い
だ
せ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
の
が
、
次
の
「
一
五
八
五
年
（
天
正

十
三
）
八
月
二
十
日
付
、
長
崎
発
、
パ
ー
ド
レ
・
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
よ
り
耶
蘇

会
総
長
に
送
り
た
る
も
の
」
と
い
う
史
料（

７
）で

あ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
王
（
大
伴
宗
麟
、
義
鎮
）
は
、
数
年
前
四
ヶ
国
が
謀
反
し
、

其
子
な
る
世
子
（
大
友
義
統
）
に
服
従
を
拒
ん
だ
為
め
貧
窮
し
、
日
本
に
於

て
甚
だ
珍
重
す
る
道
具
を
売
ら
ん
と
し
て
之
を
堺
の
市
に
送
っ
た
。
此
道

具
は
土
を
以
て
製
し
た
柘
榴
に
似
た
形
の
小
さ
な
器
に
薬
を
か
け
た
も
の

で
、
一
種
の
葉
を
挽
い
て
粉
に
し
た
も
の
を
入
れ
る
の
で
あ
る
。
羽
柴
筑
前

殿
（
豊
臣
秀
吉
）Faziba Chicugendono

は
日
本
の
最
良
な
る
地
の
大
部

分
を
領
す
る
人
で
あ
る
が
、
此
宝
物D

iam
ante

の
事
を
聞
き
、
日
本
に
於

て
甚
だ
有
名
な
器
で
あ
る
為
め
、
手
に
入
れ
ん
こ
と
を
望
み
、
一
万
五
千
ク

ル
サ
ド
〈
一
ク
ル
サ
ド
は
十
匁
〉
を
与
へ
、
又
更
に
好
意
を
示
す
為
め
、
此

金
を
陸
路
山
口
の
国
を
経
、
豊
後
に
到
る
ま
で
甚
だ
遠
き
所
を
運
ば
せ
た
。

（
後
略
）。

こ
こ
に
は
、
豊
後
の
大
友
宗
麟
が
蒐
集
し
た
茶
道
具
を
、
豊
臣
秀
吉
が
買
い
集

め
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
れ
ば
、
豊
後
の
太
守
で
あ
る

宗
麟
も
、
以
前
に
こ
れ
ら
の
茶
道
具
を
買
い
集
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
関
東
で
は
、
各
地
の
山
城
か
ら
茶
道
具
が
発
掘
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
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た
と
え
ば
、
関
東
管
領
・
上
杉
氏
の
出
城
の
各
所
か
ら
茶
道
具
が
発
掘
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
お
り（

８
）、
河
越
館
跡

か
ら
は
、
古
瀬
戸
の
茶
壺
、
茶
入
、
青
磁
花
瓶
、
合
子
、
香
炉
、
天
目
茶
碗
な
ど

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る（

９
）。

さ
ら
に
、
齋
藤
慎
一
氏
に
よ
れ

ば
、
佐
野
氏
の
居
城
・
下
野
国
唐
沢
山
城
か
ら
は
茶
臼
が
出
土
し
、
千
葉
県
富
津

市
に
あ
る
真
里
氏
が
築
城
し
た
金
谷
城
か
ら
は
、
瀬
戸
美
濃
系
の
天
目
茶
碗
が
出

土
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。

こ
う
し
た
茶
道
具
を
出
土
し
て
い
る
山
城
は
、
平
時
の
時
の
も
の
で
は
な
い
。

い
ざ
戦
闘
態
勢
に
入
っ
た
際
に
、
そ
こ
に
立
て
籠
も
り
、
敵
か
ら
防
戦
す
る
た
め

の
拠
点
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
非
日
常
（
戦
闘
）
が
行
わ
れ
る
空
間
に
、
茶
の
湯

を
行
う
の
に
必
要
な
茶
道
具
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
戦
時
に
お
い
て
す

ら
、
武
士
は
茶
の
湯
を
行
い
た
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
武
士
に
と
っ
て
、
平
和
な
平
地
で
行
う
こ
と
だ
け
が
「
茶
の
湯
」
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
時
の
、
命
の
や
り
取
り
を
行
う
場
で
す
ら
、
茶
の
湯

を
た
て
た
く
な
る
く
ら
い
の
な
ん
ら
か
の
刺
激
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
を
文
字
史
料
か
ら
追
い
か
け
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
武
士
た
ち
の
戦
地
に
お
け
る
精
神
世
界
の
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
地
に
お
い
て
戦
闘
者
が
必
要
な
も
の
は
な
に
か
。

そ
れ
は
平
常
心
で
は
な
か
ろ
う
か
。

戦
闘
に
お
い
て
は
敵
を
な
ぎ
倒
す
精
神
の
高
揚
が
必
要
で
あ
り
、
冷
酷
な
判
断

を
実
行
さ
せ
る
骨
太
の
精
神
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か

し
、
同
時
に
、
戦
闘
の
行
方
を
見
据
え
る
冷
静
な
判
断
が
要
求
さ
れ
る
。
一
兵
卒

な
ら
ば
別
だ
が
、
軍
を
率
い
る
将
た
ち
は
平
常
心
を
保
ち
、
作
戦
を
展
開
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
時
、
仮
設
で
あ
っ
て
も
茶
室
に
入
り
、
一
服
の
お

茶
を
い
た
だ
く
、
そ
う
し
た
行
為
を
経
る
こ
と
で
、「
市
中
の
隠
」
な
ら
ぬ
、「
戦

場
の
隠
」
を
得
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

後
に
秀
吉
が
名
護
屋
城
に
黄
金
茶
室
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
秀
吉
の
余
裕
の
な

せ
る
技
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
も
戦
場
に
お
け
る
茶
室
、
あ
る
い

は
戦
場
の
茶
の
あ
り
方
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
秀
吉
は
小
田

原
征
伐
の
際
に
も
千
利
休
を
伴
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
秀
吉
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

よ
う
に
受
け
取
れ
な
く
も
な
い
が
、
実
は
、
こ
れ
も
戦
場
の
習
い
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
戦
場
の
習
い
を
秀
吉
が
、
よ
り
派
手
や
か
に
行
っ
た
た
め
に
、

目
立
っ
た
だ
け
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。

た
と
え
ば
島
津
家
中
で
佐
渡
原
の
城
主
で
あ
っ
た
上
井
覚
兼
の
日
記
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
茶
の
湯
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
『
上
井
覚
兼
日
記
』
の
中
に
は
、
一
日
の
内
で
、
茶
の
湯
が
単
独
で
行
わ

れ
る
の
で
は
な
く
、
諸
事
・
闘
争
と
共
に
存
在
す
る
様
子
が
窺
え
る
。
そ
の
中
で

も
、
終
日
、
茶
の
湯
を
楽
し
ん
で
い
る
記
事
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
の
で
、
一
部

分
だ
け
で
あ
る
が
、
引
き
出
し
て
記
述
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

天
正
一
〇
年
一
一
月
一
二
日　

終
日
乱
舞
又
ハ
御
茶
湯
、
種
々
御
閑
談
也
、

　
　
　
　
　

一
二
月
一
一
日　

夜
深
ま
て
御
酒
・
御
茶
な
と
に
て
御
閑
談
也
、

天
正
一
一
年　

一
月
二
九
日　

茶
湯
に
て
終
日
閑
談
申
候
也
、

　
　
　
　
　

閏
一
月
一
〇
日　

終
日
茶
湯
に
て
、
碁
・
将
碁
な
と
候
、
種
々
閑
談
也
、

　
　
　
　
　

閏
一
月
一
一
日　

終
日
御
酒
也
、
御
茶
湯
な
と
に
て
雑
話
也
、

　
　
　
　
　
　

二
月
一
四
日　

此
日
も
、
終
日
茶
湯
な
と
に
て
雑
談
共
申
候
也
、

　
　
　
　
　
　

二
月
一
六
日　

終
日
酒
宴
に
て
候
、御
茶
湯
な
と
も
候
て
雑
話
共
也
、

こ
う
し
た
茶
の
湯
の
あ
り
か
た
は
、
相
当
、
上
井
覚
兼
の
生
活
の
中
に
茶
の
湯

が
定
着
し
て
い
な
い
と
起
こ
り
得
な
い
現
象
で
あ
る
。
面
白
い
の
は
酒
宴
と
茶
の

湯
が
同
居
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
井
覚
兼
の
日
記
に
お
い
て
は
一
般

的
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
で
は
、
覚
兼
の
茶
の
湯
に
お
い
て
は
、
酒
宴
と
茶

の
湯
が
未
分
離
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
茶
の
湯
だ
け
が
行
わ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
、
連
歌
興
行
と
同
時
の
場
合
も
あ
る
。
む
し
ろ
、
酒
宴
と
も
共
存
す

る
ほ
ど
、
茶
の
湯
が
行
わ
れ
る
頻
度
が
高
い
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
天
正
十
一
年
八
月
四
日
・
同
五
日
の
記
事
な
ど
を
み
る
と
、
覚
兼
だ
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け
で
は
な
く
、
島
津
家
中
に
お
い
て
茶
の
湯
が
日
常
的
で
あ
っ
た
様
子
が
窺
え

る
。

一
、
四
日
、
如
常
、
茶
湯
に
て
若
衆
達
寄
合
、
閑
談
共
候
、
従
夫
麓
へ
罷
下
、

暮
的
射
候
て
慰
候
也
、

一
、
五
日
、
如
常
、
茶
湯
的
也
、
弓
削
甲
斐
介
的
前
に
て
候
、
罷
下
候
て
終

日
慰
候
也
、

と
あ
る
。
四
日
の
、
若
衆
た
ち
が
茶
の
湯
で
寄
り
合
っ
て
い
る
記
事
な
ど
は
、
こ

と
に
茶
の
湯
の
浸
透
度
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
茶
湯
」
が
、

作
法
も
な
に
も
な
い
喫
茶
か
と
思
い
き
や
、
他
の
箇
所
か
ら
、
き
ち
ん
と
し
た
濃

茶
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
天
正
十
一
年
十
月
五
日
条
に
は
、

如
常
、
忠
棟
よ
り
、
内
衆
四
本
大
学
助
当
年
上
洛
候
、
然
者
堺
（
和
泉
）
に

て
度
々
茶
湯
之
座
罷
出
、
様
子
共
稽
故
仕
候
、
就
中
会
席
之
調
等
承
由
申
候

間
、
彼
調
儀
之
会
た
る
へ
く
候
、
可
参
之
由
候
間
参
し
候
、
奈
良
瓜
・
干
瓢

な
と
種
々
珎
物
共
参
候
、
濃
・
薄
茶
共
ニ
忠
棟
之
御
手
前
也
、

と
あ
り
、
薄
茶
・
濃
茶
の
区
別
が
あ
り
、「
稽
故
仕
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
き
ち

ん
と
稽
古
し
た
茶
の
湯
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
総
合

的
に
判
断
す
る
と
、
薩
摩
藩
で
は
、
武
家
の
間
で
、
茶
の
湯
が
ご
く
日
常
的
な
生

活
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
か
な
り
浸
透
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
関
東
で
も
、
遠
く
南
の
薩
摩
で
も
、
茶
の
湯
は
広
く
武
家
社

会
に
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
茶
の
湯
は
け
っ
し
て
町
人
の
専
売
特
許
で
は

な
か
っ
た
。

武
士
の
死
生
観
と
茶
の
湯

戦
国
時
代
の
武
士
は
、
第
一
義
に
殺
人
集
団
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
。

相
手
を
殺
す
こ
と
は
、
自
分
の
富
を
増
や
す
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
自
分
の
命
と
引
き
換
え
の
場
合
も
あ
り
、
生
と
死
は
常
に
表
裏
一
体
の
状
況
に

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
武
士
に
つ
い
て
、
五
味
文
彦
氏
は
、
鎌
倉
武
士
に
つ
い
て
、「
武
士

の
生
き
方
は
仏
道
の
本
質
に
背
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
自
分
の
犯
し
た
殺

生
の
罪
業
が
、
武
士
の
往
生
を
求
め
る
心
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
出
家

し
た
ら
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
だ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
日
頃
か
ら
武
士
た
ち
も
館
の
中

に
持
仏
堂
を
造
り
、
往
生
を
願
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
こ
う
し
た

武
士
の
罪
悪
感
は
、
極
端
な
場
合
、
出
家
・
遁
世
へ
と
武
士
を
誘
っ
て
い
っ
た
。

武
士
が
出
家
す
る
と
い
う
逸
話
が
多
い
の
も
、
そ
う
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

武
士
の
死
生
観
に
仏
教
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
自
然
に
理
解
で
き
る
。

河
合
正
治
氏
は
、「
戦
国
武
士
は
宗
教
的
呪
縛
か
ら
す
で
に
解
放
さ
れ
て
お
り
、

今
日
あ
る
を
神
仏
に
感
謝
し
つ
つ
、
明
日
も
謙
虚
に
生
き
抜
こ
う
と
す
る
実
践
道

徳
的
な
面
を
強
く
も
っ
て
き
て
い
る
」
と
述
べ
る（

（1
（

。
そ
し
て
、
各
武
家
の
家
訓
な

ど
か
ら
、
い
か
に
武
士
た
ち
が
仏
教
を
信
じ
て
、
強
く
信
仰
し
て
い
た
か
を
叙
述

し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、「
毛
利
家
文
書
」
に
は
、

毎
朝
多
分
呪
候
、
此
儀
者
、
朝
日
を
お
か
ミ
申
候
て
、
念
仏
十
篇
つ
つ
と
な

え
候
者
、
後
生
之
儀
者
不
及
申
、
今
生
之
祈
禱
此
事
た
る
べ
き
よ
し
受
候
つ

る
。

と
あ
り
、
毎
朝
、
朝
日
を
拝
ん
で
神
を
祈
り
、
念
仏
を
十
回
唱
え
て
仏
へ
の
尊
崇

を
示
す
と
同
時
に
、
わ
が
身
の
後
生
を
祈
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
毎
日
欠
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か
さ
ず
に
行
う
ほ
ど
、
武
士
は
神
仏
へ
の
信
仰
を
深
め
て
い
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ

ん
、
教
義
的
な
も
の
で
は
な
く
、
生
死
に
関
す
る
加
護
を
祈
念
し
て
の
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
。

「
朝
倉
宗
滴
話
記
」
に
は
、
も
っ
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
、

侍
は
信
心
肝
要
也
、
但
余
に
過
た
る
は
お
ど
け
者
の
名
執
す
る
と
相
見
へ

候
、
其
故
は
少
々
の
事
を
も
、
神
仏
の
と
が
め
ぞ
と
思
な
し
、
心
の
あ
や
か

り
に
成
も
の
に
候
、
惣
別
之
看
経
に
は
現
世
安
穏
後
世
善
所
第
一
弓
矢
冥

加
、
此
外
は
有
る
ま
じ
く
事
に
候
、

最
初
に
、
武
士
は
信
心
が
肝
心
で
あ
る
と
い
い
切
り
、「
看
経
」
の
目
的
と
し

て
は
、「
現
世
安
穏
後
世
善
所
第
一
弓
矢
冥
加
」
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
現

世
の
安
穏
と
後
世
の
善
処
を
期
待
し
て
看
経
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

先
に
取
り
上
げ
た
、
島
津
家
の
上
井
覚
兼
も
、
毎
月
、
し
ば
し
ば
看
経
を
行
っ

て
い
た
。
こ
の
朝
倉
氏
の
家
訓
と
同
じ
現
象
が
九
州
で
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、　
「
多
胡
辰
敬
家
訓
」
に
は
、

ア
サ
起
早
々
ヲ
キ
テ
、
手
水
ヲ
シ
、
ウ
ガ
ヒ
ヲ
シ
、
カ
ミ
ヲ
ユ
イ
、
カ
タ
ギ

ヌ
ハ
ハ
カ
マ
ヲ
キ
、
神
仏
ヲ
ヲ
ガ
ミ
、
親
主
ヲ
ヲ
ガ
ム
ベ
シ
、
親
死
タ
ラ
バ

念
仏
申
、
茶
湯
ナ
ド
ス
ベ
シ
、

と
あ
り
、
茶
の
湯
の
こ
と
ま
で
定
め
て
い
る
。
武
士
の
日
常
生
活
の
中
に
、
手
水

や
う
が
い
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
、
神
仏
へ
の
信
仰
と
茶
の
湯
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
や
は
り
、
上
井
覚
兼
の
生
活
に
お
い
て
も
見
い
だ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。『
上
井
覚
兼
日
記
』
天
正
十
一
年
五
月
六
日
を
見
る
と
、

諸
篇
如
常
、
毘
沙
門
堂
ニ
茶
湯
仕
懸
、
衆
中
な
と
あ
ま
た
寄
合
、
終
日
慰
候

也
、

と
あ
る
。
毘
沙
門
堂
に
参
り
、
そ
こ
で
茶
の
湯
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

あ
た
り
に
、
武
家
の
茶
の
湯
が
隆
盛
し
た
理
由
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
同
書
天
正

十
一
年
六
月
十
三
日
に
、

此
晩
も
、
細
工
又
ハ
暮
的
な
と
射
さ
せ
候
て
、
見
申
慰
候
、
茶
湯
な
と
、
将

碁
な
と
に
て
、
徒
ニ
日
を
暮
し
候
、

と
あ
り
、
ま
っ
た
く
弛
緩
し
た
一
日
を
記
録
し
て
い
る
。「
徒
ニ
」
と
い
う
の
が
、

い
か
に
も
武
士
の
休
暇
ら
し
い
。
茶
の
湯
・
将
棋
は
「
慰
み
」
な
の
で
あ
る
。
緊

張
す
る
日
常
の
中
で
、
わ
ず
か
に
こ
う
し
た
弛
緩
し
て
も
よ
い
日
が
ぽ
っ
か
り
と

で
き
る
。
そ
う
し
た
日
に
茶
の
湯
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

戦
国
期
の
武
士
は
、
他
の
ど
の
時
代
よ
り
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
死
に
直
面
し
た
日

常
を
送
っ
て
い
た
。
あ
る
意
味
、
平
和
へ
の
希
求
が
同
時
に
戦
闘
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
、
武
士
に
と
っ
て
、
精
神
的
な
や
す
ら
ぎ
、
ま
た
は
慰

め
と
い
っ
た
も
の
が
日
常
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。つ

ま
り
、

日
常　

→　

戦
闘　

→　

日
常　

→　

戦
闘　

→　

日
常

と
い
う
繰
り
返
し
の
中
で
生
き
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
図
式
す
れ
ば
単
純
で

あ
る
が
、
日
常
（
生
）
か
ら
戦
闘
（
死
）
へ
の
肉
体
的
・
精
神
的
移
行
は
か
ん
た

ん
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
戦
闘
（
死
）
で
生
き
残
り
、
日
常
（
生
）
へ
の
帰
還
が

適
っ
た
人
間
が
、
再
び
戦
闘
（
死
）
の
場
へ
引
き
戻
る
に
は
、
相
当
強
固
な
精
神

力
を
必
要
と
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
当
人
の
武
士
た
ち
が
意
識
で
き
て
い
た

か
い
な
か
は
別
問
題
と
し
て
、
生
と
死
の
精
神
的
循
環
は
、
強
大
な
ス
ト
レ
ス
を

生
み
出
す
。

そ
う
し
た
、
武
士
た
ち
の
精
神
を
癒
す
装
置
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
装
置
の
一
つ
が
「
茶
の
湯
」
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
常　

→　

非
日
常
（
戦
闘
）　

→　

茶
の
湯　

→　

日
常
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と
い
う
よ
う
に
、
非
日
常
空
間
の
戦
場
か
ら
、
日
常
の
生
活
空
間
に
戻
る
際
に
、

茶
の
湯
の
空
間
を
通
過
す
る
こ
と
で
、
非
日
常
の
で
き
ご
と
を
い
っ
た
ん
清
算

し
、
清
め
る
。
そ
し
て
精
神
を
癒
す
。
こ
う
し
た
行
為
が
武
士
に
は
と
り
わ
け
必

要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
た
ん
に
戦
場
か
ら
日
常
へ
の
場
面
だ
け
で
は
な
く
、
山
城
内
で
の
茶

道
具
の
発
掘
報
告
を
見
る
と
、
戦
場
に
お
い
て
も
茶
の
湯
が
行
わ
れ
て
お
り
、
戦

闘
中
と
い
う
異
常
な
状
況
に
お
け
る
平
常
心
の
維
持
に
役
立
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
戦
国
の
世
を
生
き
る
町
人
な
ど
多
く
の
階
層
の
人
々
に
と
っ

て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
精
神
的
要
求
が
、「
茶
の

湯
」
に
求
め
ら
れ
、
戦
国
時
代
に
茶
の
湯
が
隆
盛
し
た
要
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
同
時
に
、
そ
れ
が
た
ん
な
る
喫
茶
か
ら
、
精
神
性
・
文
化
性
を
加
味
す
る
要
求

と
も
な
っ
て
現
れ
、
喫
茶
か
ら
「
茶
の
湯
」
へ
と
昇
華
さ
せ
た
原
動
力
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

一
方
で
、
日
本
に
お
け
る
喫
茶
の
習
慣
は
、
寺
院
を
中
心
と
し
た
社
会
で
広

ま
っ
た
。
栄
西
の
茶
将
来
説
や
明
恵
の
宇
治
茶
創
始
説
も
、
僧
侶
で
あ
る
栄
西
・

明
恵
が
茶
の
伝
説
の
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
寺
院
と
茶
の
結
び
つ
き
の

強
さ
を
感
じ
る
。

寺
院
の
中
で
喫
茶
が
広
ま
り
、
武
士
と
仏
教
と
の
関
係
が
死
生
観
・
浄
土
思

想
・
厭
世
観
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
い
け
ば
、
自
然
に
武
士
の
中
に
も
寺
院
の
茶
が

広
ま
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
、
武

士
と
茶
の
つ
な
が
り
は
、
喫
茶
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
、
戦
国
の
強
烈
な
非

日
常
が
加
味
さ
れ
て
い
っ
た
時
、
町
人
た
ち
の
寄
合
の
茶
と
は
こ
と
な
る
戦
場
の

茶
の
湯
と
し
て
、
武
家
の
中
の
茶
の
湯
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
武
家
の
争
い
で
あ
る
戦
闘
が
日
常
的
に
な
る
の
は
、
足
利
義
政
の
時
代
の

応
仁
・
文
明
の
乱
か
ら
で
あ
る
。
足
利
義
政
を
茶
の
湯
の
祖
と
結
び
つ
け
て
考
え

る
考
え
方
は
、
こ
う
し
た
戦
闘
の
始
ま
り
が
義
政
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
発

想
か
ら
生
じ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
、
同
じ
時
代
に
は
寄
合
の
茶
の

湯
、
寺
院
の
茶
の
湯
、
公
家
の
茶
の
湯
も
あ
り
、
武
家
の
茶
の
湯
は
、
そ
れ
ら
の

茶
の
湯
と
の
交
わ
り
の
中
で
よ
り
文
化
的
に
変
貌
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

［
註
］

（
１
）
中
村
修
也
「『
松
屋
会
記
』
の
信
憑
性
に
つ
い
て
」（『
茶
書
研
究
』
七
号
、

二
〇
一
八
年
）。

（
２
）
中
村
修
也
「
茶
の
湯
の
名
人
・
宗
珠
」（
中
村
修
也
監
修
『
よ
く
わ
か
る
伝

統
文
化
の
歴
史
②
茶
道
・
香
道
・
華
道
と
水
墨
画
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
３
）
神
津
朝
夫
『
千
利
休
の
「
わ
び
」
と
は
な
に
か
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
五

年
）。

（
４
）
吉
村
亨
「
一
服
一
銭
と
門
前
の
茶
屋
」（『
淡
交
』
五
一
五
号
、
一
九
八
九

年
）、
中
村
修
也
「
お
茶
は
庶
民
の
栄
養
ド
リ
ン
ク
」（
前
掲
書
所
収
）。

（
５
）
角
山
栄
『
堺
―
海
の
都
市
文
明
』（PH

P

新
書
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
６
）
米
原
正
義
『
戦
国
武
将
と
茶
の
湯
』（
淡
交
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
７
）『
山
口
県
史　

史
料
篇
中
世
一
』

（
８
）
埼
玉
県
立
史
料
館
企
画
展
『
埼
玉
の
戦
国
時
代
の
城
』（
二
〇
〇
五
年
）。

（
９
）
史
跡
を
活
用
し
た
体
験
と
学
習
の
拠
点
形
成
事
業
実
行
委
員
会
『
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
埼
玉
県
の
戦
国
時
代　

検
証　

比
企
の
城
』（
二
〇
〇
五
年
）。

（
10
）
齋
藤
慎
一
『
中
世
東
国
の
領
域
と
城
館
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
11
）
五
味
文
彦
『
殺
生
と
信
仰
―
武
士
を
探
る
』（
角
川
選
書
、
一
九
九
五
年
）

（
12
）
河
合
正
治
「
戦
国
武
士
の
教
養
と
宗
教
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』

二
四
―
二
、一
九
六
五
年
）。

本
稿
は
、
関
剣
平
篇
『
禅
茶　

歴
史
与
現
実
』（
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一

年
）
に
収
録
し
た
「
戦
国
武
士
与
茶
道
和
仏
教
」
を
基
と
し
て
加
筆
訂
正
し
た
も

の
で
あ
る
。

戦国武将の茶の湯と仏教
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